
主要研究機関との連携
国内の研究機関
レ海外の研究機関

人材養成
ILEの学生数116名（含他大学生11名）

レ光科学拠点
レGlobal 30
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ILE OSAKA

本年５月NIF開所式で明らかになった方向転換により，
国際協力への大きなステップ．
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・このようなイノベーションこそ、わが国が科学・技術およびクリーンエネルギーの分野
　で世界のリーダーたることの理由である。—A. シュワルツネッガー加州知事
・私はNIFを核融合エネルギーのもう一つの選択肢を提供するものとして注視している。
　—S. クーニン エネルギー省科学次官
・NIFは、２１世紀の科学技術におけるわが国のリーダーシップを促進し、持続可能で
　炭酸ガスを排出しないエネルギー源へ向けた足跡を刻むことだろう。
　—D. ファインシュタイン上院議員



文部科学省

光科学拠点プログラム（平成20－29年） 　
全国で2ネットワーク採択（2008年8月）

関西ネットワーク　：融合光新創生ネットワーク　
　日本原子力機構（幹事機関）、
　大阪大学、京都大学、分子科学研究所

関東ネットワーク　：先端光量子アライアンス
　東京大学（幹事機関）、電気通信大学、
　慶応義塾大学、東京工業大学、理化学研究所

日本原子力研究機構　
　　　　　光科学推進センター設置　(2008.8)
慶応義塾大学　
　　　　　先端光波制御研究センター設置　(2008.8)
東京大学　　
　　　　　光量子科学研究センター設置　(2008.12)

大阪大学　　
　　　　　光科学センター設置 (2009.1)

融合光新創生ネットワーク（関西）

先端光量子科学アライアンス（関東）
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University of California

Univ. of Michigan
Rutherford Appleton Lab. (UK) LULI (France)

Osaka University

Japan Atomic Energy Agency

世界の舞台で実践教育：国際的な若手リーダーの育成
IC-HEDS: International Consortium for High Energy Density Science
JSPS: Japan Society for the Promotion of Science
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文部科学省国際化拠点整備事業（グローバル３０）
大阪大学「国際物理特別コース」修士5名，博士5名以上/年
コースの理念・特徴：　本コースは特殊装置を駆使する大規模科学研究者が中心と
なり、国際共同研究や国際共同利用施設にて指導力を発揮しながら活躍できる人材
育成を目指す。博士前期課程では高度物理授業科目を提供する。特に他大学にはな
い大規模装置を院生の研究実験に提供し、先端的研究遂行能力を養成する。
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ILE OSAKA

まとめ

•米国立点火施設NIFと仏LMJは2010年代前半ー中期に点火実証を
予定．

•我が国のFIREX計画・欧州のHiPER-Europe・米国のNIF-ARC
は，コンパクトな高速点火方式による点火実証を目的．

•これらの計画の結果を，正味発電実証を目指すレーザー核融合実
験炉 LIFT構想に収束．

•NIF: 12年前の地鎮祭（国家安全保障）から今年５月の開所式
（エネルギー，科学）への変化により，国際協力への大きなス
テップ．

•光科学拠点とグローバル３０により国際的若手リーダーの養成．37
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